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交換留学（派遣）近況報告書

留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □所属学部・研究科の教員 □友人

□以前に参加した先輩 □所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）     地理的な条件が良い

  語学力の向上     旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）    プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある     プログラムの期間が良い

  異文化体験    経費が安い

  個人的理由    その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

申請先：  

必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 
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1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 

1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 

2. 留学先到着後の手続きについて

2-1. 到着時について 
利用航空会社：  

利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：  

留学先大学最寄り空港名：                    空港

空港到着時間：         時頃

空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー

□その他（具体的に）

移動の所要時間・料金：   分，  

空港からの移動の際の注意点：

2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
オリエンテーションの有無：□有り □無し

参加について：□必須 □任意参加

参加費用：□無料 □有料（金額：  ）

内容について記入してください。

2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。

その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。

3. 語学力向上のためのコースについて

3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。



神戸大学交換留学（派遣）近況報告書（様式１）

留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

出発前

どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。

住居について   

・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）

住居（寮，アパート）の名前：

・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）

・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国： ） □その他（具体的に）   

・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）

・大学までの通学時間・手段： 分，

・住居の周りの環境はどうですか。：

・毎日の食事はどうしていますか。：

・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。：

大学の授業について

1. 履修登録について

・履修登録の時期：□出発前 □到着後

・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）

・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り

・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。

・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。
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２．現在までに，履修している授業について記入してください。 

No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）                  

 月 火 水 木 金 土 日 

8:00 
9:00 

  10:00 
  11:00 
  12:00 
  13:00 
  14:00 
  15:00 
  16:00 
  17:00 
  18:00 
  19:00 
  20:00 
  21:00 
  22:00 

       

 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト

koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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7. 留学経験の共有について

あなた自身の写真や大学キャンパス等の写真があれば，ぜひ報告書に添付して送ってください。

（デジタル画像でお願いします。）

7-1. 神戸大学では所属学部・研究科教務係及び国際交流課にて，留学を考えている学生等のために報告書を閲覧

できるように保管します。あなたは，本報告書を閲覧資料とすることに同意しますか。（あなたの氏名，学

籍番号，メールアドレスは公開されません。）

*担当部署（所属学部・研究科又は国際交流課）が本報告書の原本を保管します。あなたが閲覧資料にすることに同意し

ない場合であっても，あなたの近況等を把握するために及び本プログラムを改善するために，学内の関係部署に転送する

ことがあります。 

  はい             いいえ

7-2. あなたの本報告書のを引用して，本学の印刷物やホームページに掲載することに同意しますか。

 はい             いいえ

7-3. もし写真を提出する場合，あなたの写真を報告書とともに閲覧資料にすることに同意しますか。 
 はい             いいえ

7-4. もし写真を提出する場合，あなたの写真を本学の印刷物やホームページに掲載することに同意しますか。 
 はい             いいえ

7-5 もしあなたと同じ大学（国）に留学する神戸大学の学生があなたと連絡を取りたい場合、あなたのメールア

ドレスを学生に伝えることに同意しますか。

 はい             いいえ

  （同意する場合、連絡可能なメールアドレス：                          ）
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	fill_1_5: 【寮生活】
入寮日に寮側のミスで入寮できず、仮の部屋を押さえてもらうまで4時間ほどかかった。大学の学生サークルが斡旋しているチェコ人バディが付き添ってくれていたからよかったものの、寮の管理人の中には英語がほとんど話せない人もいるため、自分ひとりだったら宿なしだったのではないかと思うとぞっとする。Kolej Komenskeho 寮は比較的綺麗（私が入寮してからひと月半ほど改修工事を行っていた）でプラハ城にも近く、他の寮から移ってくる学生もいる。なお寮のオフィスに確認して空きがあれば、一人部屋に移動することもできるらしい（ただし別途料金が必要）。入寮当初は電子レンジがないことに文句を言っていたが、今では壊れた電熱線で調理をすることに全く違和感がない。日本と比べてしまう人にとってはしんどいのだろうが、「ここは日本ではない」と思えばすべて「仕方ない」で済ませられるようになってきた。最近は寒がりのルームメイトと部屋の温度調節に関して攻防を繰り返しており、一つしかないヒーターのノブを相手の目を盗んで回しあっている。これが目下一番のストレスである。このおかげで私は外出が増え、近頃はパソコンや本を片手にカフェを転々としている。

【勉強面】
大学の授業は英語（しかもイギリス英語）で課題も多く、マスターコースということもあって、初めは全くついていけなかった。これは日本人留学生の大半が経験することだろう。しかし自身の無能さを嘆いていても仕方がないので、恥やプライドを捨てて「I am not good at English.」と周囲に言ってしまったほうが良いと思われる。実際、私は先生やクラスメイトが気にかけてくれ、議論の最中でも「わからない」と言えばわかりやすい英語で説明してくれたし、ストレスを感じずに質問することもできた。意識して話すようにしていれば次第に英語力も上がるので、劣等感を感じる必要はない。しかし、もちろん留学前にできる限り語学力は磨いておくべきである。加えて留学に来てからは、改めて自身を含む日本人大学生の勉強不足を感じる。日本の学校教育はしばしば受け身であるから出された課題をこなすことや授業を聴くことが「勉強」だと思いがちだが、それでは留学先での授業に参加できないばかりか、授業以外の時間を持て余す羽目になり、中にはひたすら旅行をして時間を潰す人や、自分が何のために留学に来たのかがわからなくなってメランコリックになってしまう人もいる。留学に来る前にもっと明確に勉強の目標を立てておくべきだったと感じる。

【旅行】
ヨーロッパでも西側は物価が高いが、東側や南側は比較的安価で旅行に行くことができる。ことにプラハは地理的な理由から、ポーランドやハンガリー、スロヴァキアなど、物価の安い国々に容易にアクセス可能である。クラクフに旅行した際は、バスで往復1500円ほどで行けた。中央ヨーロッパおよび東ヨーロッパは歴史的にも興味深く、日本人旅行者も多くないため、一度訪問されることをおすすめしたい。
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